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フランスの企業史料館
原　　　輝　史
　本日は，一1998年度企業史料協議会の総会において，フランスの企業史料館に
ついてお話しをする機会を与えていただき光栄と存じます。私は早稲田大学商
学部に籍をおき，フランス経営史の研究を続けており，毎年夏休みにはパリで
史料調査を行っておりますので，それらの体験をふまえて，お話しさせていた
だきます。フランスは世界第4位の工業国，経済大国というわけですが，経
済・経営面ではなかなか世閻の注目を引くことがございません。今年は，「巳
本におけるフランス年」でもございます。フランスのことがあちこちで取り上
げられ，経済や経営面でも関心をもたれることがあるようです。1日本経営史研
究所の川上理事の方からお話しをいただいた時にぱ，フランスの企業史料錨に
ついて，私自身の知識を整理してみるという点で大変有益な仕事なのでよろこ
んでお引受けした次第です。報告は，3部からなっており，まず1部として，
フランスにおける公的史料の保存と活用のあり方を，国立古文書館の活動を中
心に述べてみます。次に第2部として，国立古文書館に収蔵されている民間私
企業の史料とその活用について検討Lます。そして，’第3部として，’純粋に民
間の企業史料館の若干の事例をお話しします。
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第1部　アルシーブ・ナショナルの機能と歴史
　それでは，早速ですがまず第一点フランスにおける，アルシーブ・ナショ
ナール（国立古文書館）の実態について報告をいたします。この点は，フラン
ス共和国自体が，史料（アルシーブ）にどんな態度をとっているかということ
の確認なのです。
アルシーブの定義一三つの注目点
　まず定義からみますと，フランスでは1979年1月3日法により「アルシーブ
とは，その期日，その形態，その材料の如何にかかわらず，あらゆる人・あら
ゆる機関および組織が彼らの活動を実現するため製作し，受け取られた文書の
全体」を指すのです。3点が重要です。①ある文書がアルシーブと規定される
には，文書の古さ・新しさは全く問題とされず，最初からアルシープと規定さ
れること。②ある活動を実現するため個人又は法人により，製作され，授受さ
れたものであること。③物理釣形態・媒体の如何は問題とされないこと。以上
がフランスのアルシーブの定義です。
　この定義はイギリスのアーカイブズの定義とは全くことなります。イギリス
の1988年の定義は「通常業務に使われる文書（＝現用文書）」は，アーカイブ
ズと考えず，アーカイブズとは，通常業務に使用されなくなった文書を指して
います。
アルシーブ略史
　さて，フランスのアルシーブに関する歴史は，1789年のフランス革命から始
まります。アンシャン・レジーム下では，アルシーブは国王に属しており，ア
ルシーブ・ロワイヤルというのは，国王が国政を担うのに必要な文書だったの
です。ところが，1789年7月29日に立憲議会が，アルシーブ・サーヴィスを始
　530
　　　　　　　　　　　　　フランスの企業史料館　　　　　　　　　　　　　ユ57
め，これが1790年9月12日に「アルシーブ・ナショナル」と正式に呼ばれるよ
うになったのです。最初のアルシーブに関する規則です。ナショナルとは国民
を意味しますので，国王ではなく国民のための史料館の概念が確立されたので
す。そして廃止されたアンシャン・レジームの行政文書をすべてここに収蔵す
るようになりました。その結果，アルシーブ・ナショナルが公共文書の集中的
保管場所となったのです。県立古文書館も，1790年以降設立されます。そして，
フランスの行政文書が，自嘉南にアルシーブに保管されるようになったのです。
1897年以降，La　Directi㎝des　Archives　en　Fra血ceが生まれ，フランスの全ア
ルシーブを管理するようになります。
　1936年の7月10日の姦洛（閣議令）は，フランスのアルシーブ保存の新時代
を画しています。この時点以降，各省庁の行政文書が，壷曲南にアルシーブ・
ナショナル（又はデパルトマンタル，コミュナル）へ納入され，保存されかつ
閲覧に供されることになったのです。この時点以降，各省庁が非実用化した文
書を廃棄するには，必ずアルシーブ・ナショナルの許可が必要となっています。
但し，外務省，大蔵省，軍事関係の各省は例外です。
　1945年以降はアルシーブ・ナショナルの拡大・成長期といえます。1945年8
月18日のデクレでフランス・アルシーブ管理局（Direction　des　Archives　de
France）が設置されます。
　今日のアルシーブのシステムは，1979年1月3日法に基本的には依存してい
るのです。
現在のアルシーブ
　1979年1月3日法は，フランスのアルシーブでの公共アルシーブと民間アル
シーブでの両者を対象としており，二重性を含むものであります。民間アル
シーブ（Archives　Privξs）とは，公共アルシーブに属さないその他すべてのも
のの定義と考えて下さい。　一
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　最近の以下二つの動きは，公共・民間のアルシーブの境界を相対化するのに
役立つこととなります。
（A）法的に両者の保存場所の区別がなくなっています。アルシーブ・プリベの
　保存場所が公共アルシープとなるべきことが1983年の7月22日法で規定され
　ています。アルシーブ・プリベの所有者が国有化などにより公共組織となり，
　史料は公共コレクションに吸収されています。
（B〕政治家や高級官僚に関する史料は，最初から公共的側面と私的側面をもち
　ます。また行政機関そのものが，公共的側面と民間的側面を区別することを
　むずかしくしつつあるのも事実です。
第2部アルシーブ・ナショナルにおける企業史料
　1949年に「経済アルシーブ保存委員会」ができています。1980年代の飛躍的
増大の緒果アルシーブ・デュ・モンド・デュ・トラバイユ（Archivesdu
Monde　du　Travail）が新設されています。経済アルシーブの飛躍的発展の前提
として次の二つの出来事がみられました。
①各レジオン毎に50人以上の企業に，体系的アンケートが実施され，これら
　の各企業のアルシーブ保存状態が調査されました。その結果，Nord・Pas・de－
　Ca1ais－R6gi㎝，Franche－Comt6などの企業アルシーブの状態が明らかになり
　ました。
②新センターの設置。1993年に「労働の世界アルシーブ」（LeCentredes
　Archives　du　m㎝de　du　travail　de　Roubaix）が設置されました。これは後に
　お話しするようにMotte－Bossut社の建物を活用したもので，アルシーブ・
　ナショナルの分局なのです。
「労働の世界アルシーブ」の創設
既に1983年に文化省が閣議に提案していたプロジェクトにもとづき「労働の
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世界」アルシーブが，1993年10月5日に北フランスの旧工業都市ルニベに開設
されました（LeCentredesArchivesduMondeduTravail，78BdduGξnξra1－
Lec1erc，Roubai・）。この史料館は，産業史料はもとより，商業史料，銀行史料，
労働組合史料，協同組合史料をはじめ，従来の分類だといわゆる「経済アル
シーブ」と称される史料を集めています。
　北フランスは，フランスの工業地帯のひとつですが，石炭，製鉄，繊維など
現在構造不況に苦しむ産業の中心地であり，不況の真只中で失業率の高い地域
となっています。1983年にミッテラン大統領のもとで，労働者の失われつつあ
る記録を保存するためルーべにこのアルシープを設置することが着想されたの
です。これは，アルシーブ・ナショナルの分館のひとつであり，地域活性化の
手段としても重要視されています。また，レンガ造りの重厚な建物は，1862年
から工891年にかけて建設された北部の紡績会社モット・ボシュ社（Motte－
Bossut）の建物であり，1981年まで使用されていたものです。
　このアルシーブヘのアクセスは，パリ北駅からリール行きのTGVに，約1
時問乗車し，リール駅からリール・ルーべ閻の路面電車のルーべの終点でおり
ることになります。路面電車は約45分の乗車ですので，パリからだと約2時問
の通勤時間となります。この他，リール方面行きのTGVで，ルーべまで到達
する列車があり，それに乗るとルーべまで直接TGVでのり込み，あと徒歩10
分でアルシーブに到着します。この場合も時間は約2時間をみておく必要があ
ります。
　このアルシーブで企業関係史料を閲覧する場合は，パ1｝からの通勤はやばり
無理なので，ルーべかリールに宿をとり，史料を読むのがよいようです。
　この「労働の世界アルシーブ」は，・」座席数が約80席あるのに閲覧者は，一日，
2－3人程度で利用しやすく，アルシヴィストも親切ですが，やはりパリから
通うには不便なようです。
　このアルシーブに対して，私の知るフランス人研究者の反応は総じて否定的
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でした。彼らはパリ地区で仕事をしている場合が多いので，ミッテラン大統領
のもとでの地方分権化方針に従い，労働関係のアルシーブについて，地方都市
一パリから急行で2時間もかかり，衰退しつつある地方都市一に中央におくべ
き史料が集められることへの不満が多くありました。また，失業地帯の真中に，
近代的で立派なアルシーブができたことから，地域住民がアルシーブ閲覧者に
冷たい目をむけたり，近代的建物が地域住民の反感を受けているという話もき
いております。この労働の世界アルシーブが，労働者関係の史料だけを収集し
ていた時には，パリの歴史家たちも地方分権化方針をなげいただけですが，ア
ルシーブ・ナショナルの企業史料がそこに移転される決定がなされた時，歴史
家の不満は，頂点に達しました。
　新オープンの労働の世界アルシーブでは，約40㎞の労働関係史料を集めたと
はいえ広いスペースが無駄に眠っているのです。他方パリのアルシーブ・ナ
ショナルは，フランス革命以前からの国家行政史料でいっぱいです。そこでア
ルシーブ・ナショナルの責任者は，パリのアルシーブ・ナショナルの私企業の
史料をルーべに移すのがひとつのアイディアだと思いついたのです。その理由
づけは，資本と労働が一体となって，企業活動が行われる。労働の世界アル
シーブに，資本側の視点から集められた，企業史料を合併するのは，適切だと
いうのです。
　これに対するパリ歴史家の反発は大きなものがありました。私の交流するの
は，経済史家や経営史家で，19－20世紀の現代史を研究している人々です。彼
らの研究にとっては，約200社といわれる65AQ系列の，アルシーブ・ナショ
ナル所蔵の個別企業史料の閲覧は，研究上必要なのです。例えば私の指導教授
のフランソワ・キャロン博士は，北部鉄道会社の経営史的分析で学位をとりま
したが，キャロン教授などが六大私鉄の企業史料を閲覧しようとした時に，北
フランスのルーべまで出かけなくてはならないとしたら，大変不便になります。
経済史家が，アルシーブの館長に，署名運動をして請願したようです。只途中
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から友人たちは，r移転に反対だけではダメだ，代案を考えなくては」と言い
だしました。ある友人は，ドイツ方式で，民間私企業の史料はパリ商工会議所
に保管することにしたらどうだろうかといっていました。私は署名にも参加せ
ず・帰国したのですが，その後目本で，アルシーブ・ナショナルから手紙を受
けとりました。
　その手紙には，パリのアルシーブ・ナショナルには保管場所がなくなったの
で，民間の企業史料は200社分のうち，利用頻度の少ない約50社の史料（過去
5年間一度も請求されないもの）は，ルーべの「労働の世界アルシーブ」に移
送す亭という通知でした。結局，友人牟ちの，運動は失敗し，企業史科は，
ルーべの労働の世界アルシーブに合体させられることとなったのです。アル
シーブ・ナショナルが正式に外部に発送した移送リストは，以下のとおりです
が，実際に今年の夏史料調査をした私の経験ドよると系列の殆どの企業がル∵
べに移っています。
　アルシーブ・ナショナルの発表した第1回の移送リストには以下の33社ρ企
業史料があげられています。
A　ROUBA1X
65AQ
66AQ
67AQ
69AQ
70AQ
72AQ
76AQ
，77AQ
78AQ
Documentation　imprimεe　sur　des　societεs
A1a　Be11e　Jardiniere
uvres　de　comptes　de　nεgocia皿ts　divers
Maiso皿de　commerce　Foache
Etablissements　Arbe1
Compagnie　du　chemi皿de蛇r　d℃r1ξans主Rouen
Co皿pagnie　des　chemins　de　fer　de1’Ouest
Ca岬pa琴皿三e　des　che㎜ins　de　fe一’e　Pari§えLyρIl　et盆1a，Mεditerr劃早隼
Compagnie　des　chemins　de　fer　du　Midi
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79AQ
80AQ
81AQ
84AQ
85AQ
86AQ
89AQ
90AQ
92AQ
95AQ
96AQ
97AQ
98AQ
99AQ
101AQ
102AQ
104AQ
105AQ
106AQ
107AQ
108AQ
110AQ
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Sociξtξi皿dustrielle，financi色re　et　immobiliere
Sociεt色des　habi肋tions　o1wriεres　du　Nord　et　du　Ce皿tre
Sociεt色francaise　de　matξriel　agTicole　et　industriel
Soci6tξdes　houi11eres　et　fonderies　de1’Aveyron
Manufacture　royale　dlAubenas
ChemiIls　de　fer　d’A1sace－Lorraine
Sociεte　de　construc1＝ion　des　Batignones
（。。ti．les2372．t3218自3422e・・1・・i・・me・t）
Compagnie　des　mines　de1a　Gra皿d’Combe
Soci6t6des　mines　de　Blanzy
Le　Carbolle－Lorraine
Sociξtξdes　fours自coke　de　Douai　et　sociξte　des　aciers　comprimξs　A．G．
P．
Pannelier　freres
Fonds　Emest　Mercier
Sociξtξnationale　de　constmctio皿s　a色ronautiques　de1’Ouest（S．N．A．C．
A，O．）
Fonds　divers
Sociξt6civile　de　Joudreville
Zeiss　Ikonta　et　entreprises罰11emandes　diverses
Fonds　Paris－Duverney
Otto　Wolff
Fonds　Hoyer
Sociεt色dlimportation　de　colora皿ts　et　prod1』its　chimiques（S－0－P－I一）
Houi11εres　du　bassin　d’Aquitaine　（Groupe　de　rAveyron），mi皿es　et
usines　de　Decazevi1le
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111AQ’Houi11eres　du　bassin　d二Aquitaine（Groupe　de　l’Aveyron），rξgie　d’A肚
　　　　bi皿SNCF
また第2回目のリ、ストでは，以下の13企業名があげられています。
56AQ　Banque　Grenier
58AQ　Banque　Blanc
82AQ　Dumξry　et　compagnie
83AQ　Akar，Patot　et　compagnie
89AQ　Sociεtεde　construction　des　Batigno1les
120AQ　Banque　nationale　de　crξdit（1848－1968）
132AQ　Banque　Rothschi1d
137AQ　Sociεtεdes　forges　et　chantiers　de　la　M色diterranξe
145AQ　le　So1en　et1’Aigle
153AQ　Compagnie　fina皿ciere　de　Suez
177AQ　Soci6t6C．Bernhei㎜et　fils
184AQ　Chambre　syndica1e　des　agents　de　change　de　Paris
196AQ　Compagnie　du　P．・L，M、
以上，パリの企業史料移転をめぐるエピソー」ドをお話ししてきましたが，こ
れは公共史料館である，アルシーブ・ナショナルのなかで，私企業史料の保存
ど閲覧は，必ずしも居心地のよい状態におかれているのではない，ということ
の証明でもありましょ一うか。．
　この「労働の世界アルシーブ」の開設は，フランス史料保存史上の一大事件
であったのは事実で多くの雑誌に取り上げられています。後にお話しする，・フ
ランス・アルシヴイスト連合の機関誌「ガゼット・デ・ザルシニプ」や北仏地
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方の学術誌「ルビュ・デュ・ノール」にも関違記事がみられます。また，現代
史研究所の所報（Bulletin　de1’IHTP）の第55号（1994年3月）には，ルーべの
「労働の世界アルシーブ」に関する論文が掲載されています。またケベックで
発行されたrフランス産業考古学報告」（Patrimoine　Industriel㎝Fran㏄，199
号，Quεbec）にも，写真入りでこのアルシーブが紹介されています。
　以上は，私がこのアルシーブを訪れた時，担当者から紹介された論文や記事
ですが，これらに目を通すとパリ地区の歴史家の反対があったとはいえ，この
アルシーブの設置は，資料保存の重要な一歩であったことがわかります。
　またこの労働の世界アルシーブの設置は，公共のアルシーブのなかにおける，
民問のアルシーブという区別が重要性をもたなくなったという点をも示してい
ます。というのはこの労働の世界アルシーブには，国有企業，民間企業両者の
労働関係史料が集まりはじめたからです。
アルシーブ・ナショナルの企業史料
　1982年の国有化法は，1986年の氏営化法により部分的に廃棄されたと考えら
れます。国有化された，サン＝ゴバン，バリバ，スエズなどはかくして再び民
営化されることとなります。1993年に新民営化が行われローヌ・プーラン，エ
ルフ＝アキテーヌ，バンク・ナショナル・ド・パリなどが民営化の対象となり
ま丸これらの企業史料が，アルシーブ・ナショナルのなかに存在しているの
です。つまり，国有化や民営化を繰り返すなかで，企業史料の保存が，公共的
性格をもちはじめたのです。
　また他方で，現在1979年12月3日のデクレにより，約20のアルシーブ・ナ
ショナルの分局が公共企業に設置されている。それらは，EDF－GDF，SNCF，
RATP，石炭公社，預金供託金庫，パリ空港等です。またフランス銀行，ル
ノー，ペシネー，クレディ・リヨネ，商工会議所にも，アルシーブ・ナショナ
ルの史料官が派遺されています。
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　私企業独自ρ史料館の開設はそれ侭、ど多二くはありません。1974年開設のサン
；ゴバン＝ポンタムソン史料館，トータル石油，ラファルヅユ・コペ；セメン
ト製造，冊一パリバ銀行などです。またローヌ＝プーランとエルフ＝アキテーヌも
国有化とともにアルシーブを充実させています。
　アルシーブ・ナショナルには65AQの分類番号の、もとで企業史料が収藏され
ています。個別企業史料は，約200社がAQ系列に分類保管されていました。
産業分野別には，銀行・保険，製鉄，鉱業，機械製造，運輸，印刷や経営者団
体CNpF，同業組合等の史料もあります。
　これら，約200社の企業アルシrブの内容は，具下の‡うなものです。（A）事
業の設立。企葉設立の定款。株主名簿。（阜）取締役会（株式会社の場合）。取締
役会議事録。．常務会記録，株主総会。阯（C〕総務部（Directi㎝G6nξra1e），内部情
報，’外部情報，企業の運営，、通信文，秘書課，監査。（D）不動産（工場，建物）。
（E〕経営資料（機械，輸送手段）。（F〕補給・製造。（G）金融サニヴィス（株式発行，
社債牽行。．銀行融資）。（H）会計。（I〕通信文。。（J桝争。｛K）販売サーヴイス。lL）人
事。①砧研究部門史料。以上が65AQに牙類されている企業史料の実態です。
企業アルシヴィスト部門φ活動
　最初に企業史料の全体的特徴についてまずみてきたいと存じます。アルシー
ブ・ナショナルの内部に企業史料部門（Secti㎝des　Archives　de§entreprエse§）
が設置されたのは，1949年のことであり，1957年には，・故ベル、トラン・ジル氏
により，保管史料の整理がされています。戦後このアルシニブ・ナシ員ナルの
なかに，1904年創設のフラツス・一アルシヴイスト連盟。一（Associatioリs　des
Arψiviste§一F卿cais）の本部が一時おか牝ていたこ⊥とがあ皿り」，その一部局と
して∴企業アルシヴィスト部剛Secti⑪n　desArc江Mstesre・treprjses　Francais）
が成立していたのです。
　フラシスー・アルシヴィ又ト違盟（Aミs6ciationdεsArφivistesFra皿εais）は，
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現在はアルシーブ・ナショナルから移転し，パリ18区に本拠をかまえ（9，rue
Montcalm75018Paris，Tel．01－46－06－39－44）会報の発行，研究集会の開催な
ど活動を活発化させています。現在（1998年）の会長は，サン・ゴバンの企業
史料館のジャック・ポルトヴァンOacques　Portevin）氏です。
　フランス・アルシヴィスト違盟（Ass㏄iati㎝des　Archivistes　FranCais）は，
先述のとおり1904年に創立され国家，地方公共団体，企業，公共および民間の
経済違盟や経済組織の専門家たちを緒集しており，会員数は900人をこえてい
ます。
　部門ごと地域毎に組織され，ヨーロッパ全体を視野にいれて，この連盟は次
の活動を行っています。第1には，研究集会やシンポジウムの開催です。第2
には刊行活動で，専門家のための「ガゼット・デ・ザルシーブ」（La　Gazette
des　Archives）の編集・刊行がまずあげられます。これは年数回刊行されます。
そのほか2ヶ月ごとに，「レットル・デ・アルシヴィスト」（LaLettredes
ArchMstes）が刊行されています。以上は，定期刊行物ですがその他r企業アル
シーブー保存の案内一』のような書物（Les　Archives　dans　l’Entreprise
一一Guides　deConservation，Paris，1997）が刊行されています。さらに第3の
任務としては，広い意味でのアルシヴィストの養成を行っていることです。
　この点では養成センター（Centre　de　Fo㎜ati㎝）などの実務訓練が重要とな
るでしょう。
　このフランス・アルシヴィスト連盟のなかに，経済・企」業アルシーブ部門
（LaSecti㎝desArchives　ecomomique　etd’entreprises）があります。この部門
が中心となって現在研究者用のガイド・ブックを作成中です。
　「経済・企業アルシープ部門」の会長はソシエテ・ゼネラルの企業資料室の
クレール・ショメル（Claire　Chaumel）氏がつとめています。この企業アルシ
ヴィスト部門が，日本の企業史料協議会に匹敵する団体と考えることができま
す。以下，1998年8月に筆者がその会長クレール・ショメル氏に行ったインタ
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ビューにもとづきフランス版の“企業史料協議会”の活動を浮き彫りにレてみ
ましよう。
　シrメル会長によれば，この「経済・企業アルシーブ部門」の会員は，1998
年8月現在で143名を数え，そのうち115名が法人の史料担当者の参加となって
います。公共団体や企業からの寄付は求めず，運営は会費収入で行っており，
一般会員は年額850フラン，学生会員は150フランとなっています。
　このセクションが，活性化したのは，サン＝ゴバン・ポンタムソンのアルシ
ヴィスト，モーリス・アモン（Maurice　Hamom）氏の力が大きく，彼の尽力に
より・1974年以降現在のような活動形態をとる共うになっていま丸
　年聞の活動としては，年1回の総会のほか年3何（3月，6月，10月）研究
集会を開催しており，この研究集会は必ずパリ市以外で闘催され，第1日目が
研究発表に，第2日目が産業考古学的な産業施設の見学などにあてられます。
　そのほか，2ヶ月に1回毎に会員相互に情報を伝えるため「ニューズ・レ
ター」牽発行しています。これは，連盟の発行するような専門的な「ガゼッ
ト」とことなり，会員相互の親睦を深める刊行物です。
　フランスでの企業アルシーブの将来は明るいと述べたあとで，ショメル会長
は，もし企業アルシーブの発展をさまたげている要素があるとすれば，次の3
点だと述べています。第1点は企拳経営者の歴史史料に対する理解がまだ十分
で牽いこと，第2点は，企業関係者の内部に，自分の所属する会社が過去に社
会的に批判されるような事件に関係したのではないかという恐れがあるこξ，
そして第3点は，大学の歴史研究者と企業アルシーブとの間の交流の少なさを
あげています。山
　この最後の点を克服するため，現在この「経済・企業アルシーブ部門」では，
研究者のための企業アルシーブのガイド・ブックを作成中であり，それを担当
しているのが，クレてイ・リヨネのロジェ・早ガレ（耳oge子No㎎aret）氏牽g
です。私はこのヌガレ氏と、も，会易することができましたので次にそれを記し
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ます。
　ヌガレ氏との会見は，1998年8月31日に，クレディ・リヨネの史料館で行わ
れました。R・ヌガレ氏は，フランス企業史料に関する英文論文を2点刊行し
ており，現在フランスでもっとも企業史料館に精通したアルシヴィストです。
彼の論文のひとつは，ロンドンで刊行されているrビジネス・アーカイブズ
誌』（Business　Archives，mmber69，L㎝d㎝，May1995）に「フランスにおけ
る企業史料」（Business　Archives　in　France　pp．53－62）のタイトルで発表され
ています。この論文で彼は，公共史料館の基本的意義を論じたのち，各産業部
門（製造工業，エネルギー産業，運輸，著修品産業等），商業会議所，非営利
団体，サーヴィス部門などの史料館の現状を論じ，職業人としてのアルシヴィ
ストの養成機関についても触れています。ヌガレ氏のもうひとつの紹介論文
（RogerNougaret，BusinessArchivesinFrance：AnOverv量ew）は，レスリ・
リッチモンド（Lesley　Richm㎝d）の編集した晒ヨーロッパ企業史料館要覧j
（Overview　of　Business　Archives　i皿Westem　Europe，Glasgow　Univ．1996）の
なかに収録されています。この論文もフランス企業史料館の現状を展開するの
に有益です。
　現在ヌガレ氏は，フランス・アルシヴィスト違盟の仕事として，企業史料館
ガイド・ブックを編集中であり（Ass㏄iati㎝des　Archivistes　FranCais，Guides
des　Services　d’Archiws　des　Entreprises　et　Organisation　du　Monde　du　Travai1，
coord㎝ξpar　Roger　N㎝garet，CNRS－Editi㎝，1998），本書は1998年度中に刊行
される予定です。このガイド・ブックが刊行されるなら，企業史料館に関心を
もつ研究者にも有益なものとなると思われます。ヌガレ氏によりますと，この
ガイド・プック作成のため，史料館をもつ企業にアンケート用紙が送られ，回
答のあったもののみを収録したようです。内容は，（I）実践的情報としての，企
業史料館の住所，電話番号，貢任者名，開館日などが記録され，（皿〕学問的情報
としては史料の内容，その企業の簡略な歴史などが収録されているようです。
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　回答をよせてこのガイド・ブックに収録された件数は約50件で，そのうち純
粋の企業史料館が30件，他の20件がパリをはじめとする商工会議所や労働組合
関係の史料館だとのことです。
　ヌガレ氏によるとフランスの現存企業数からみると，「企業史料館ガイド、
プック」に収録された企業数は全く少数であり，イギリスの同種のガイド・
ブックが88社を含んでいるのと比較しても，フランス側ではまだ多くの点で遅
れをとっているようです。だが，このようなガイド・ブックがフランスでも刊
行される気運となったのは，企業史料公開体制へむけての「第一歩」が始まっ
たのだというのが，ヌガレ氏の感想です。
　ヌガレ氏は，企業史料館の将来については楽観的で，今後の発展に大いに期
待しているようでした。彼によると，企業が史料館を整備すべき理由は，企業
の歴史を明らかにしてその存在意義を社会に訴えることにあり，また史料館を
整備することは，現在の企業組織のあり方を再考さ章る重要な契機となるとい
うのです。また企業が史料館を整備するためアルシヴィストの存在が必要とな
りますが，企業内に尊門のアルシヴィストが雇用されるようになる、とその存在
が逆に史料館の整備につながることも，ヌガレ氏が注目している点です。ヌガ
レ氏は，企業市民権（Citoy㎝netξEntreprise）が，1980年代以降，フランス社
会で認知されるにつれ，多くの企業が史料の公開に関心をもち始めたとも述べ
ていました。
第3部　企業史料館めぐり
企業史料公開に関する三グループの態度
　企業史料の保存と公開については，一般的に言うと，フランスの企業には極
めてバラツキがあり，企業によって対応がことなっているということができま
す。企業の対応を三つのグループに分類してみてみましょ，う。、
　第1グループは，企業史料の公開を拒否し外国人はもとより，、フランス人歴
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史家にも史料を公開しない場合です。この場合には，企業内部において，歴史
史料に対する評価が定まらず，史料の存在に関心がないか，関心があっても，
史料を無視する場合です。恐らく史料を公開していない企業には，資料室など
も整備されず，史料の分類も進んでいないと推測されます。残念乍ら大部分の
フランス企業はこのグループに入るでしょう。
　第2グループは，企業内に歴史史料部門を設置し，企業史料の分類を始めた
グループです。この第2グループの企業には，三つのタイプがあります。第1
のタイプは，専門アルシヴィストを企業外部から雇用し，彼らに自社の史料整
備をゆだねる場合です。フランス石油会社（ルイエール氏）およびトータル石
油会社などがこのタイプです。第2のタイプは，企業内部からアルシヴィスト
を養成する場合です。この場合は，化学のローヌ・プーラン社，石油のエル
フ・アキテーヌ社，電力のフランス電気公団，航空の工一ル・フランス社，パ
リ空港公社および広告のアバス社などがこれにはいります。第3のタイプは，
企業内に専門アルシヴィストが存在せず，必要に応じて外部の専門家の助言と
指導を求める場合です。
　企業史料の保存と公開に関する第3グループの企業としては，私たち閲覧希
望者からみると，もっとも有益なグループで，史料の分類が進んだ企業史料室
をもつと同時に，それを公關している企業です。その筆頭にあげられるのは，
ルノー自動車会社です。この会社は，戦後国有化され，公団（レジー）となり
現在は民営化されていますが，史料公開の原則がす？カニり定着しまし本。ブ
ローニュ・ビヤンクールの本社に企業史料館がみられます。ルノー社ほどでは
ありませんが自動車のプジョー社も史料公開原則を採用しています。
　それから，本日お話しする，サン・ゴバン＝ポンタムソン社も1974年に，独
立棟として，企業史料館を設置，史料公開原則を採用しています。また銀行に
っいては，1982年以降，史料公開方針をとっているパリバ銀行や，クレディ・
リヨネの史料館もよく知られています。
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企業史料公開に慎重なミシュラン社
　企業アルシーブの具体例として，フランス企業の大部分をしめ・る，第1グ
ルニプ，即ち企業史料を公開していない事例をまずみてきます。まず，、ミシュ
ラン社があげられます。同社の企業史料室に入った歴史家は，一人もおりませ
ん。実は，、一私は数年前から機会のあるたびにミシュラン社の企業史料を閲覧し
たいと，希望を述べていますが，私の夢はかなえられません。ミシュラン社は，
今はミシュランのガイド・プックやホテルやレストランの星印による格付けを
定着させた企業として知られています。だがこの会社は，19世紀に，マシフ・
サントラルの地方都市クレルモン＝フェランで誕生した白動專タイ：ヤ製造を本
業とする会社です。自動車タイヤやゴみ産業を本業としながら，ツーリズムに
も進出して，ミシュランの旅行ガイド・ブックやレストラン格付けに進出した
のです。ゴムの原料を求めて，インドシナ半島で，プランテーションにも手を
出しています。このミシュラン社は，現在日本にミシュラン＝オカモト・タイ
ヤという合弁企業をつくっています。ミ、シュランρ出資比率83，7％，オカモト
＝ゴムの出資16．3％で，2000人をこえる工場労働者を栃木県の工場で雇用し，
タイヤ製造を行っています。製造業では1907年進拙のエア・リキッド（旧帝
酸）とならぶ，大規模企業の進出成功例となりま．す。，ミシュラン社は，積極的
な海外戦略をとりながら；創立以来今日にいたるまで，ミシュラン家が経営陣
を支配するいわゆる同族企業です。同族企業の場合には，、どうしても，経営者
が企業経営、と家計とを混同するのか，一史料の公開に踏みきれません。
　、さて，私がこ、のミシュラン社の企業史料に関心を持ったのは，私の研究テー
マのひと？，、フラン入におけるテイラrシステムの導入についてみそい，く，と，、
ミシ斗ラ皿ンの導入努力にすぐれた点があったからです。。まずミシュランの創車
期の経営者、、，エドアール・ミシュランは，その甥マルセル・ミシュランをアメ’
リカに送り，テイラー化された工場を見学させま、丸マルセル・ミシュランが
帰国すると，一1913年に久レルモン＝フェラ，ンエ場をテイーラーシステムρ原理に
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従って完全につくりなおしているのです。それから1921年に企業内にミシュラ
ン委員会をつくり，奨学金を出して，他社の技術者を含む多くの人々をアメリ
カに送っています。フランスの図書館や企業史料館で，テイラーシステム導入
の問題を追っていますと，この「ミシュラン委員会」の編集した，テイラーシ
ステムの初歩的啓蒙パンフレットが出てきます。企業の内都史料がみられたな
ら，ミシュラン社が何故これほど科学的管理法の導入に熱心であったかを解明
できると思ったからです。
　そこで，毎年パリに行くたびに，フランス人友人に，ミシュラン社の史料が
公開されたかどうかをきくことにしています。現在までのところ歴史家で企業
史料館に入った人はいません。ある年友人が，「ミシュラン社に企業史料室が
出来た。そこに手紙を書いてみろ！」というので，1995年9月13日付で，ミ
シュラン社のテイラーシステム導入の企業者精神の積極性を知りたいので，史
料閲覧を許可してほしいとの手紙を企業域下町クレルモン＝フェランの本社に
書きましたが，返事は一切ありません。
　この企業史料室というのは，フランス語でコンセルバトワールとよばれ，ま
たアルシーブという正式の名称ではありません。企業の一室に史料を集め，そ
の分担者が一人決定された程度だったのかもしれません。翌年パリで友人にき
くと，ミシュランは，大量解雇のリストラの最中であり，折角設置された企業
史料室も廃止になったとのことでした。
　その代わり今度は，またちがった話をききました。フランス自動車産業史に
くわしく，プジョーの社史を書いた，ジャン・ルイ・ルーべ氏Oean－Louis
Loubet）という研究者がおります。彼の家にミシュラン社から直接電話があり
「私はフランソワ・ミシュランだが，プジョーの社史と同じように，我が社の
史料を使って，ミシュラン社の歴史を書いてほしい」という趣旨の依頼があっ
たそうです。そのため会見の約東までなされたところが，その直前にミシュラ
ン社より，会見キャンセルの電語が入り，今だに誰一人ミシュラン社の史料を
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みていない状態が続いています。
　この事例をお話ししたのは，フランスの企業史料館は，閉鎖的な場合が多く
家族企業が部外者に企業史料を一切公關しない方針を堅持していることです。
その場合，歴史家は，ただ企業所有＝経営者のいわば，顔色をうかがい，その
意思決定に，一喜一憂するしか方法がないのです。以上の点をここには付加し
ておきます。
業界史料館方式
　ところで，第2グループの企業史料館について，先ほどr歴史史料部門を設
置し，企業史料の分類を始めた企業グループ」と定義しました。ここでは，フ
ランス電力公社の事例をあげ，フランスに特徴的だと思われる「業界史料館方
式」による企業史料の整理と保存が始まっていることを紹介しておきたいと思
います。
　何らかの理由で，個別企業が史料の保存と公開ができなく，そうかといって
国家や公共団体が直接保存活動に着手できないとき，中問組織としての業界団
体が企業史料を保存することができます。日本では，このような保存方式はな
いのでしょうか。フランスで第一に想起されるのは，1982年に発足した「フラ
ンス電気産業史協会」の事例です。国有企業のフランス電力公社は，原子力発
電所建設に反対するエコロジストたちの批判に対抗して，電力産業の演じてき
た役割の重要性を積極的にアピールする必要性に直面しました。そこで彼らは，
フランス電気産業史協会を組織しま、した。フランス電気公社の総裁，ボワ
チュー氏が会長をつとめる当協会には，パリ大学のキャロン教授など学会関係
者も参加しています。
　その使命は，五つあります。①電力産業史に関する史料や文献の収集，②研
究上の情報交換・交流の促進，③研究の活性化・分析方法の關発，④成果の公
表（シンポジウムや雑誌，著書），⑤関連産業や産業考古学上の資料の保存で
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す。
　同協会は，電力産業史に関する国際シンポジウム（1983年，1985年）を成功
させたり，rフランスにおける電気産業の歴史」（全3巻，1996年）を刊行した
りして活発に活動しています。これらの執筆のため集められた史料が，分類さ
れ「業界史料館」として公開される日が望まれます。
　この企業史料館ならぬ，「業界史料館」とでも称すべき，組織はフランスで
かなりの成果をおさめています。電気産業のほかには，アルミニウム産業につ
いては，1986年に，「アルミニウム産業史研究所」が設立され，『アルミニウム
の歴史jと題する雑誌を刊行しています。この協会に参加している各企業に対
して協会は，企業の歴史史料を保存し，活用するようアドヴァイスをしており，
参加企業より電話のあった場合，分類・保存の専門家を派遣していますよ同時
に協会自身も私企業の史料を含め，口述史資料も集めはじめています。既に，
ジャン＝プラト・I・H・A＝コレクションができており，大学院生に奨学金
を提供して，当該産業の歴史研究を深めています。同様な方式は，『フランス
鉄道史協会』（19，アムステルダム通り，パリ8区）の場合にもみられます。
　この方式は，個別企業レベルではなく，業界毎に歴史研究グループをつくり，
そこに経営者と研究者が参加し，研究を進め，同時に史料を収集，保管し，将
来それを公開することになるのです。以上が第2グループの事例です。
企業史料館の理想的形態一サン＝ゴバン・ポンタムソン社の事例一
　第3グループ，即ち，企業史料館が設置され史料も整理さ矛Lて公開されてい
るケースを製造業と金融業についてみていきましょう。
　製造工業を代表して，まず，サンゴバン＝ポンタムッソン企業史料館（Sai卜
Gobain－P㎝t－A－Mousson　Archives）をあげておきます。
　この史料館はプロアに存在し，その正確な住所は，25rue　de1a　Va11ξe　Mail－
1ard，41000B1ois，France　Tel、（16－54746500）です。私は数年前にこの史料館で，
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ポンタムソン社への科学的管理法の導入に関する史料を閲覧，複写し，分析し
て『経営史学』（第28巻1号，1993）に発表したことがあります。その時の体
験にもとづき，お話ししたいと存じますが，まずこのサン＝ゴバン・ポンタム
ソンという大変に長い名前の現存企業について触れておきます。これはサン＝
ゴバン社とポンタムソン社の両社が1974年の合併により成立したものです。サ
ン＝ゴバン社はフランス革命以前から存在し，ベルサイユ宮殿の鏡の聞にガラ
ス製品を納入したことでも知られる世界最古のガラス・メーカーです。ポンタ
ムソン社は1856年，ロレーヌ地方のポンタムソンに成立した鋳鉄管，鋼管メー
カーです。
　1974年に両社が合併し，新会社の指導者となったのは，ロジェ・マルタン
（Roger　Martin）ですが，彼は両社の企業文化があまりに異なり，両社の従業
員気質の融和に腐心したといわれています。即ち，サン＝ゴバンは，優雅で芸
術的なガラスエ業を重視する傾向をもち，他方のポンタムソンは，上下水遣用
の鋼管を製造する土建業的な力強さを重視する企業だったのです。ロジェ・マ
ルタンは両社の企業文化のちがいを理解させ，両社を融和させるには，ノ経営史
的分析が重要であり，そのため両社の企業史料を保存する企業史料館を設立す
べきだと考えたのです。そこでフランスでもっとも気侯が温暖で，住みやすく，
歴代の王族のシャトーの散在する，ロワール地方のブロアに，ガラス張り，1o
階建の円筒型の独立史料館が1979年に建設されました。1982年に国有化される
以前に独立の企業史料館が建設されていたのです。
　10階建てで，表面をガラス張りにしたこの企業史料館は，サン＝ゴバン＝ポ
ンタムソン・グループすべての史料を保存しています。保存史料を長さでつな
ぐと約300㎞となります。この場所に，グループの史料がすべて保管され分類
され，基本的に歴史的アルシープが選択されます。そして歴史的アルシーブに
分類されたものが，この建物のなかで永久保存されるのです。
　1979年にオープンしたこのアルシーブは，史料館の建設と史料の保存のため
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最新の技術を応用しています。また企業史料を保存するためフランス国内で，
もっとも地理的にバランスのとれた，領土のほぼ中心の位置を選んだこと。グ
ループの工場や事業所のほぼ中心的位置に立地していることも重要です。さら
に，ブロアのあるロワール地方は歴代の国王が競って古城を築いたように，気
侯的にももっとも温暖で，気温の変化の少ない地域です。独創的な，ガラス張
りの独立棟（10階）が企薬史料館として建設され，ガラス張りの表面は，太陽
光線よりエネルギーを活用するソーラーシステムがとり入れられているのです。
そして建物面積は，7千平方メートルであります。
　この企業史料館は，グループの所属企業やそこで働く個別の従業員たちが，
バラバラのイメージを自社にもつのではなく，グループの同一の政策に，なじ
むために，企業イメージの中心をつくりだす役割をしています。
　従って，この企業アルシーブには，コンサルヴァトゥール，’ドキュメンタリ
スト，およびアルシビストなどの専門職が勤務しているのです。
　当アルシーブでの使命としては次のような点があげられます。第1点は，グ
ループ内の企業史料の受入れに関するアドヴァイス。第2点は参加グループ内
企業の組織と機能についての分析。第3には，史料の中間的保存所の役割と監
視。第4には，アルシヴィストなどの訓練場所。第5は，企業史料の保存，分
類，および歴史研究者など外部の閲覧者への公開（18－19世紀の経済史，経営
史研究，技術史・経営戦略史）です。
　史料閲覧にあたって，私は，カーン大学のジャン・ピエール＝ダヴィエ教授
の紹介で，パリのデファンス地区の本社のアルシーブ責任者，モ」リス・アモ
ン氏に手紙で閲覧を申し込みました。即座に閲覧許可の返事があり，ブロア史
料館のジャキイ・ロビネ氏と連絡をとり，訪間の日時を確定すること，また，
閲覧のため宿泊を希望する場合は，無料宿泊施設があるので，予約をするよう
にとのアドヴァイスを受けました。
　ブロアヘのアクセスは，パリ，オステルリッツ駅より汽車で約1時間半から
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2時閻の乗章です。ブロア駅より，アルシーブまでは，田舎遺をタクシ∵で20
～30分の距離ですので若干不便な農村地帯に，アルシーブが存在することにな
ります。近くに人家はなく，かろうじて，チェーン形式のホテルが一軒ありま
すので，食事はそこでとることができます。
　ジャキイ・ロビネ氏は大変好意的です。閲覧室は1O席ほどですが，史料分類
もなされておりr戦間期の科学的管理法」と分類された「カルトン」（史料
箱）で史料を閲覧室へと層けてくれます。必要個所のコピーは自由で，コピー
係が手際よくコピーしてくれます。従って，分類された史料から，必要個所を
えりわけ，コピーを依頼すると，大量な史料のコピーを持ち帰ることができま
す。効率的に作業が進んだ記憶があります。
　ロビネ氏の言葉でひとつまだ記憶に残っている言葉があります。それは，あ
まりにも開放的なこの企業アルシーブの態度を私が称賛し，r企業としては大
変な投資ですね」と伝えた時に彼がいったのです。この史料は全世界の人に公
開されています。敢えて条件といえば，閲覧者（＝研究者）の皆さんが，もし
将来この史料を使gて論文を書いたり，文章を書いたりしたら，是非一部送っ
てほしいのです。サンゴバン自ポンタムソン史料館は，それらの論文幸永久保
存し，わが社の研究についての，世界最良のコレクションとしたいのです。各
国の研究者が，わが社について分析し，発表してくれることは，わが社の広報
活動ともなるのです。勿論フランス語以外の論文でも一切かまいません。と
J・ロビネ氏は述べたのです。この話は，、フランスの企業史料館のひとつの実
例を示しています。私は拙稿の掲載された『経営史学』を送り，丁重な礼状を
いただきました。早大での講義の折は必ずポンタムソン社の事例とその開放精
神について触れています。だが残念乍ら，この企業の事例は例外的で，フラン
スの多くの私企業が史料の公開にふみ切っていません。
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パリバ銀行史料館
　金融業についても事例をあげます。金融業では，フランス銀行やクレデイ・
リヨネなどのアルシーブの公開性は良く知られており，既に日本人研究者が何
人か史料閲覧をしております。そこで，むしろ，私が昨年の夏史料閲覧を許さ
れた，パリバ銀行の箏例をお話ししようと存じます。パリバ銀行の史料館で，
渋沢栄一の招待状を発見したいきさつについては，昨年9月10日の日経の文化
欄に，「バロン・シブサワの招待状」と題する拙文を発表しました。
　パリバ銀行は，1872年創始の事業銀行ですが，戦後1982年に一時期国有化さ
れ，その後1992年に民営化され民聞銀行となっています。企業史料館という点
からみると国有化は，有益です。国有化により，企業活動が私的・家族的なも
のでなく，公共的なものであるとの意識が広がり，史料の公關精神が根づきま
す。パリバ銀行がフィナリ訪日調査団（1907年）の史料を保存していることは，
私の指導教授のF・キャロン教授の門下生のエリック・ピュシェール教授が，
最近の著書で扱っており関心を持っていました。1997年の夏休みの史料調査で
は，集中的にこの史料をみてきました。渡仏前に友人のツール大学の，ミッ
シェル・レスキュール教授に手紙を書き，史料閲覧の許可の仲介を頼みました。
レスキュール教授は，早速パリバ銀行のアルシーブ責任者，ピエール・ドゥ＝
ロングマール氏と違絡をとり，小生がパリヘ到着次第，ヴァカンスに入ってい
る，ロングマール氏に違絡をとるように言ってきました。パリに到着し，早速
連絡を取ると，ロングマール氏は，ヴァカンス申だが，オペラ通り近くのパリ
バ本店のアルシーブはあいているので現場の責任者と連絡して，訪ねるように
とのことでした。
　パリバの企業アルシーブは，パリバ銀行の本店のあるダントン通りのすぐ裏
で，旧劇場を買い取り，新設したものです。担当はマントナン氏と国立古文書
学院の女子学生が実習生として，勤務していました。このアルシーブでは，閲
覧者はドゥ＝ロングマール氏と面接ののち，閲覧の日取りを決めます。史料は
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郊外の保管場所におかれているので，閲覧可能まで48時閻かかります。閲覧希
望者は事前に電話で予約を取り，閲覧しているようです。ヴァカンス中にもか
かわらず，4－5人のフランス人研究者が閲覧に来室していました。
　この企業アルシーブについては，規則書が入手できましたので，それに基づ
き整理してみます。閲覧条件は，r研究上正統性をもつ研究者に開放」となっ
ています。閲覧可能史料は原則として，30年を経過した，秘密的性格をもつ以
外の史料であり，その他の史料の閲覧可能期問については1979年のアルシーブ
法に準拠するとされています。史料によっては，複写も可能です。
　事業銀行パリバ・グループは，60涛国におよぶパリバ国際事業銀行やクレ
ディ・デュ・ノールなどを含みそれらの史料が閲覧可能となるのです。
　文書史料（Archives色crites）
　6キロメートルにおよぶ歴史史料を保存しています。パリ郊外の2ヵ所，マ
ルヌ・ラ・ヴァレとルイエ＝マルメゾンが保存場所です。これらの史料は，パ
リ本店に関するもので，各支店はそれぞれ独自の史料（館）をもつことになり
ます。
　文書史料のなかでは，①カデ文書が有名です。これは，1970年代にジャン・
カデにより整理された文書で，ユ872一ユ950年にわたる各国別に分類された史料
で，工業，銀行，金融文書からなります。銀行の営業部門毎でなく国別分類が
特徴です。欠落は工業や公共文書です。
　私が，閲覧したのは，このカデ文書のなかで「ジャポン」と分類されたもの
です。それは1907年（明治40）隼に，巨本に派遣された，オラース・フイナリ，
パリバ銀行調査団の当時の日本財政・金融史料調査報告書で，分類番号415の
1－7番までです。調査団の旅程，日本要人（伊藤博文や渋沢栄一）との会見
およびフィナリが東京からパリバ本店へ送った報告書からなgています。パリ
バ調査団は，日本の経済的潜在力を認め，日本に支店を開設すべきだとの進言
をし，1912年に日仏銀行の設立へとつながります。この史料閲覧の途中で，渋
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沢栄一の和筆の夕食会への招待状（調査国メンバーの一人ゴワン宛のもの）が
みつかりました。このようにカデ文書は国別に分類されており国別の研究には
便利なものです。そのほか，②本店営業部別文書。融資，総務（株主総会，不
動産）旧工業部，旧不動産部関係文書。③社会文書，会計文書（取締役会
1872一ユ950年，1872年以降の株主総会，ユ872年以降の貸借対照表）がみられま
す。また，まだ未分類で閲覧不能なアルシーブもあるようです。
　図書室
　パリバの企業アルシーブには，1300冊の本をもつ図書室も完備しています。
銀行史，金融史，個別企業史が中心で，研究者の閲覧が可能で，検索も自動化
されています。
　口述資料（アルシーブ・オラール）
　現在製作中。既に50人にインタビューを実施しています。この口述史は，パ
リバについての各担当者の個人的見解を述べることにより，文書史料を有効に
檎完する役割を果たすのです。この史料は，インタビューされた人の許可を得
てはじめて閲覧が可能となります。
伝統を誇るクレディ・リヨネ史料館
　銀行史料館のもう一つの事例として，クレディ・リヨネのアルシープについ
ても触れておきたいと恩います。クレディ・リヨネは，1863年以降のリヨン地
方を中心に発展したフランスを代表する商業銀行で，1945隼に国有化されてい
ます。このクレデイ・リヨネのアルシーブは，フランスの企業アルシーブとし
ては，もっとも充実し，もっとも進んだ公開性をもって知られています。パリ
第2区アノーブル通り6番地にあります。パリ・オペラ座に向かい，右側の裏
通りですが，旧来のクレディ・リヨネの建物をつかっているようです。
　2階にアルシーブの閲覧室があり，座席数は4，5席で，アルシヴィストや
ドキュメンタリストが3－4名います。アルシヴィビストとしてはロジュ・ヌ
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ガレ氏がアルシーブ・ナショナルから移職して，そのテキパキとした仕事ぶり
を多くの研究者から頼りにされています。
　史料閲覧を希望する場合には，閲覧希望の史料を明記し，文書（ファック
ス）などで申し込むと，即座にその史料の有無を知らせてくれます。閲覧日を
予約して，史料閲覧が可能となります。
　クレディ・リヨネの史料館は，（1〕まずフランスを代表するこの銀行自身の
1866年以降の貸借対照表や損益計算書などの会計書類が保存されています。そ
して（2）金融調査部門の資料も無視することができません。当行は，1871年に他
の銀行に先駆け，金融調査部門を設置し，内外の経済及び企業の分析を行ない
ました。その史料が保存されているのです。例えば19世紀末からのフランス企
業の公刊した年次報告書，フランス国内・国外の企業または経済部門毎になさ
れた分析書類，経済定期刊行物や証券取引所記録などフランス経済史研究者に
とって宝庫となっています。13）またオート・バンクに関する史料やクレデイ・
リヨネが仲介した国際投資活動（1891年以降の外国債発行シンジケート関係）
の史料も保存されています。（4〕創立者であり，長く頭取をもつとめた，H・
ジェルマン関係の史料や当銀行の運営方針に関する史料，全国の支店網に関す
る史料も保存されているのです。
　1997年の夏私はこのアルシーブに通いました。というのは，渋沢栄一が1902
年にパリを訪問した時，9月11日にクレディ・リヨネを訪れ，頭取アンリ・
ジェルマンに面会しているのです。ジェルマンは，日本財政に関する統計分析
を示しながら，日清戦争後，賠償金を軍備などに費消する日本政府の財政政策
をきびしく批判したのです。渋沢は，ジェルマンの態度にすっかり購易したよ
うです。渋沢の臼記にはそのことが書かれています。
　、そこで，クレディ・リヨネのアルシーブに山9月11日のアンリ・ジェルマン
と渋沢の会談について何か史料が残っていないか，問合わせをしてみました。
返事はすぐまいりまして，残念乍ら「この会談については如何なる史料もな
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い」とのことでした。そこで，もう少し視野をひろげ，渋沢が相談役をつとめ
た銀行（1912－53），渋沢の友人でパリ銀行家のアルベール・カーンおよび日本
関係の史料について再度問合わせたところ，すぐに返事がまいりました。かな
りの量の日本関係の史料が保存されていました。クレディ・リヨネは，国内外
の諸企業の営業報告書を広く収蔵しています。私は助手時代，アルジェリアの
鉄遣建設を研究したことがありますが，この時も中心史料となったのは，クレ
ディ・リヨネの収蔵するアルジェリアの五つの私鉄の営業報告書だったのです。
　渋沢やアルベール・カーンについては，どのような史料も発見できませんで
したが，日本関係の史料はかなりの分量がありびっくりしました。それは，日
本財政分析で，日清戦争に勝利し賠償金をえた頃（1890年代）以降のものが多
く，この頃より日本はクレディ・リヨネの金融分析官の関心を引いたようです。
日本の財政や経済に関する分析や，日本の各銀行についての分析もありま九
　私は，フランス経営史についての調査テーマを決めたならば，まず，クレ
ディ・リヨネに問合わせてみるべきだと考えています。ここに史料が存在する
と，閲覧は殆ど公的アルシーブと同じで可能となりますが，史料が閲覧できる
ようになるまで一週問かかることを忘れてはなりません。
　金融機関の企業アルシーブとして，ソシエテ・ゼネラルのそれを加えておき
ます。このアルシーブは，パリ18区の工業団地（Cap18）の，ソシエテ・ゼネ
ラルの建物のなかに存在します。（SociξtξGξn色rale，189Rue　d’Aubervilliers，
voie　D，Porte25．75018，Paris）。アルシーブの責任者は，クレール・ショメル
（Claire　Chaume1）氏であり，電話かファックスで訪問日を予約する必要があ
ります。史料検素は，アルシヴィストが行ない，覧閲希望史料の閲覧前に，宣
誓書にサインしてから，閲覧が許可されます。この宣誓書の用紙は印刷されて
おり，3点に言及しています。第1点は，ソシエテ・ゼネラル銀行の利益に反
する事実の公表を行なわないこと。第2点は，ソシエテ・ゼネラル銀行とその
顧客との関係において，信頼性（秘密性）を破壊するような如何なる個人氏名
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や惰報を外部に伝達しないこと。第3点は，顧客層にソシエテ・ゼネラルに対
する偏見をもたらすような情報を流さないこと，以上の三点です。閲覧室は，
アルシヴィストの隣室で座席は二つほどです。ソシエテ・ゼネラルの史料は，
かなり整理が進んでおり，アルシヴィストの適切な応接態度も歴史研究者を勇
気づけるものがありますが，史料の閲覧が許可されるのは，60年を経過したも
のとなっています。
「公共史工房」の将来
　ここで，日本の経営史研究所と類似の機関がフランスにも存在するので，そ
れを紹介しておきます。日本経営史研究所は，財団法人で専任の職員や，図書
室などを完備しています。この日本経営史研究所のアカデミックなレベルには，
とても匹敵しないのです汎フランスにも，民間で企業史の執筆を請貞，⊂い
る機関が存在するのです。「公共史工房」（Cabinet　Pub1ic　Histoire）と呼ばれ
る組織がそれです。この「公共史工房」は，発足時の1980年代には，パリ13区
のパッシー通り13番地にあり，2人のエコール・ノルマール・シュペリュール
卒業生，フェリックス・トレス氏とギィヨーム・マロリ氏により運営されてい
ました。フェリックス・トレス氏には，私もお会いしたことがありますが，ア
メリカで経営史を勉強された，フランスの数少ないチャンドラリアンだとの印
象を受けました。この工房は，アメリカの着想から影響を受けて発足しました。
即ち，アメリカには，企業の要請にこたえて，社史的研究を行なう学派があり，
それを「ハブリック・ヒストリ」と呼んでいるようです。フェリックス・ト
レース氏は，英語をそのまま，フランス語に直訳し，工房の名を「ピュブリッ
ク・イストワール」と名付けました。
　この場合には，企業経営者が歴史家に納期を明記して社史を書くことを依頼
するのです。依頼を受けた歴史家は，歴史研究の古典的・科学的方法を身につ
けています。例えば，企業史料の探索方法や取扱い方法，インタビューの方法，
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統計作成方法，比較分析方法などがそれです。このような専門技術を身につけ
た歴史家が，企業の特別な要請にこたえて，いわゆる注文にもとづき企業史を
記述することに同意した場合「公共史工房」の仕事がなりたちます。フェリッ
クス・トレース氏自身が，記述する場合も，仲介役を果す場合もあるようです。
　フランスの既存の経営史家からは，この工房はまだ，アカデミックな点で認
可されていないようで日本の経営史研究所が，経営史学会の会員の研究のより
どころのひとつとなっているのとはかなりことなっています。大学の研究者の
批判は，企業経営者の注文にあわせて，企業に都合のよいことのみを記述する
点や，彼らだけが閲覧することのできた史料を都合のよいように解釈するとい
う点にあります。時に第2点については，貴重な企業内史料を「虐殺する」と
いうフランス語の表現をつかって批判しています。これらの批判にもかかわら
ず，この「工房」は，一定の定着度を示しており，類似の組織がふえているよ
うです。フェリックス・トレース氏は，最近製鉄企業「シュネイデル社」につ
いての経営史を刊行しています。この本は，歴史家の高い評価を受けており，
今後このジャンルの企業史の刊行も増加していくと恩われます。
企簑史料館の今後
　以上のフランスの企業史料館と題する本日の講演では，←）rアルシーブ・ナ
ショナルの機能と歴史」，o「アルシーブ・ナショナルにおける企業史料」を
みたのち，目として，「企業史料館めぐり」｛こついて述べてきました。最後に
繕論を述べでみたいと存じます。
　第1点は，フランスでは公共史料の保存と公開については，フランス革命以
来の伝統があり，国民は権利として公的史料，行政史料を閲覧できるのに対し，
民蘭私企業の史料の保存と公開については，何ら法的規則・法的保護がないこ
とです。
　従って第2点として，フランスの企業史料の保存と公開については，企業に
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よって多様であり，理解ある経営者がいる企業は，素晴らしい独立の企業史料
館を設置しているのに対し，企業のもつ社会的重要性にもかかわらず，史料を
一切公開しない企業も存在するわけです。量的にみるならば，資料を公開しな
い同族主義的，封鎖的企業の方が多いのではないかと思われます。
　第3点は，それでは企業史料館の今後の見通しはどうかというと，私はむし
ろ今後は明るいのではないかと考えています。一つは，社会党政権の定着が，
企業経営そのものが公共的活動だとの認識を国民の間に高めました。国有化の
経験をもつ企業は，必ず史料公關原則をとるようになります。またEUの発展
により，フランス企業の国際化が進み，従来の同族的・封鎖的経営風土から，
より開放的なものにかわると考えられます。その場合企業文化をP　Rするため，
企業史料の公開がよりいっそう求められるようになるでしょう。
　第4点としては，フランスでは企業史料官（アルシヴィスト）の地位が社会
的に確立しており，彼らは国立公文書学校（エコール・デ・シャルト）で，史
料の保存と公関義務を学び，その多くは，公共史料館に就職するわけですが，
そのなかで最近は民間企業の史料官となる人が増加しています。これらのアル
シヴィストが，公共史料の公開原則を民聞の企業史料館に持ち込む可能性があ
り，それにより，企業史料の公開制が高まっていくだろうと考えられます。
　以上をもちまして，不十分ですが，私の講演をおえたいと存じます。また，
今後企業史料協議会が，何かの節目の年に欧米の企業アルシヴイストを招き，
各国の企業史料の保存と公開について国際会議を開催することができたら素晴
らしいことだと思っています。ご静聴有難うございました（拍手）。
「追記」
　本稿は，日本企業史料協議会の年次総会（1998年5月12日，於愁学会館）に
おける同名の特別講演に加筆し，発表するものである。
　本稿作成にあたり，特にフランスのアルシーブ・ナショナルに関しては，二
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宮宏之教授よりご教示をいただいたので，記して謝意を表する。また，パリで，
インタビューに応じてくれたRoger　N㎝garet，αaire　Chaume1両氏のご好意に
も謝意を表したい。
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